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	製品名: NFKBIAマウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM81482
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、複数のアンクリンリピートドメインを含むNF-κB阻害因子ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質はREL二量体と相互作用し、炎症反応に関与するNF-κB/REL複合体を阻害します。コードされているタンパク質は、核局在シグナルとCRM1を介した核外輸送を介して細胞質と核の間を移動します。この遺伝子の変異は、常染色体優性遺伝性T細胞免疫不全症を伴う外胚葉性異形成無汗症で発見されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	NFKBIAマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	NFKBIAマウスmAb（緑）を用いたMCF-7細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	NFKBIA マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A549 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	NFKBIA マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓癌組織の免疫組織化学分析。
	

	NFKBIA マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。

